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EAST EDUCATIONには、学校アカウントと⼀般アカウントの2種類のアカウント管理⽅法があります。

DONGRIを⼀括導⼊する学校で利⽤します。
アカウント登録は学校から得た利⽤者情報をもとに当社で⾏います。

メールアドレスがあれば誰でも⾃由にアカウント登録ができます。
⼀般の⽅がEAST EDUCATIONサイトでDONGRIの辞書を購⼊する際に利⽤します。
学校の利⽤者でも希望者購⼊の場合は⼀般アカウントを利⽤します。
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アプリの初回起動時に下図のアカウント設定が表⽰されます。
学校アカウントには下図に⽰す4つの選択肢（認証⽅法）があります。
※4つの選択肢については次のページで説明します。

いずれか 
１つを選択
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以下の表はそれぞれの選択肢に関する説明です。

学校から指定されたグループ名、ユーザー名、パスワードでログインする場合に選択します。 
認証でシングルサインオンを利⽤しない場合に⽤いられる認証⽅法です。

シングルサインオンでMicrosoftアカウントに認証を委ねて当社製品を利⽤する場合に選択します。
学校で使⽤する端末がMicrosoftアカウントで管理されていることが前提です。

シングルサインオンでGoogleアカウントに認証を委ねて当社製品を利⽤する場合に選択します。
学校で使⽤する端末がGoogleアカウントで管理されていることが前提です。

シングルサインオンで学校で管理している認証システムに認証を委ねて当社製品を利⽤する場合に選択
します。この選択肢を選んだ場合は、学校から同時に指定された個別の値を直下の⼊⼒フィールドに設
定します。

している場合に⽤いられる認証⽅法です。
※ 学校がMicrosoftのサービスで⼀元的にアカウントを管理している場合は、ほぼこちらのケースに

該当します。
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アカウント設定を終えたら、「学校アカウントで
ログインする」ボタンを押してログインします。
アカウント設定をやり直す場合は、右下にある
「設定」ボタンを押下します。

EAST EDUCATIONアカウントのログイン画⾯が表⽰されます。 
学校から配布されているグループ名・ユーザー名・パスワードを
⼊⼒してログインします。

画⾯は、アカウント設定で「連携先」を指定した例です。（Microsoft365の場合）

EAST EDUCATIONアカウントログイン画⾯

シングルサインオンで利⽤する認証画⾯が表⽰されます。
普段利⽤しているアカウントでログインします。

アカウント設定
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アプリの初回起動時に下図のアカウント設定が表⽰されます。
⼀般アカウントには下図に⽰す3つの選択肢（認証⽅法）があります。
※3つの選択肢については次のページで説明します。

登録したEAST EDUCATIONアカウントをMicrosoftまたはGoogleのアカウントと連携すれば、シングルサ
インオンでログインできます。

いずれか 
１つを選択
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以下の表はそれぞれの選択肢に関する説明です。

登録したアカウントとパスワードでログインする場合に選択します。 
認証でシングルサインオンを利⽤しない場合に⽤いられる認証⽅法です。

シングルサインオンでMicrosoftアカウントに認証を委ねて当社製品を利⽤する場合に選択します。

詳細は、「EAST EDUCATIONアカウントとMicrosoftアカウントを連携する」をご覧ください。
https://www.east-education.jp/dongri_academy/guide/dongri_login/for_general/10939/

シングルサインオンでGoogleアカウントに認証を委ねて当社製品を利⽤する場合に選択します。

詳細は、「EAST EDUCATIONアカウントとGoogleアカウントを連携する」をご覧ください。
https://www.east-education.jp/dongri_academy/guide/dongri_login/for_general/10854/
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アカウント設定を終えたら、「⼀般アカウントで
ログインする」ボタンを押してログインします。
アカウント設定をやり直す場合は、右下にある
「設定」ボタンを押下します。

EAST EDUCATIONアカウントのログイン画⾯が表⽰されます。
登録したアカウントでログインします。

シングルサインオンで利⽤する認証画⾯が表⽰されます。
普段利⽤しているアカウントでログインします。

アカウント設定

EAST EDUCATIONアカウントログイン画⾯

画⾯は、アカウント設定で「Googleアカウント」を指定した例です。（Googleログイン画⾯）
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アプリの情報や設定を確認できます。

調べた語句をタブで表⽰します。

登録したしおりを⼀覧で表⽰します。

アルファベットや五⼗⾳で、語句を検索できます。

キーワードで語句を検索できます。
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「その他（画⾯右下の「…」マーク）」では、アプリの情報や設定を確認できます。

ログアウトします。
端末の情報を表⽰します。
アプリのバージョン情報を表⽰します。

DONGRIに関するよくある質問を表⽰します。
（外部サイトが開きます）

問い合わせのための、メーラーが起動します。
お知らせを表⽰します。
設定を開きます。
しおりのタグを編集できます。
登録したメモを確認できます。
辞書の並び替えが出来ます。
辞書をダウンロードできます。
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メニュー「検索」を開きます。

検索バーに調べたい語句を⼊⼒します。

検索結果から、表⽰したいことばを選択します。

使う辞書のアイコンを選択します。
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検索バーの右にあるプルダウン(▼)をクリックすると、
検索条件を変更できます。

「イディオム」や「熟語」を検索できます。
検索してください。

検索バーに⼊⼒した語句が使われている例⽂を検索
できます。
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検索バーの下にある「閲覧履歴」を選択すると、過去に調べた語句を⼀覧で確認できます。

表⽰順を時系列順/ 
アルファベット順に切り替えます。

閲覧履歴は、辞書ごとに表⽰されます。 
何も表⽰されない場合は、選択中の辞書アイコンをご確認ください。
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画⾯右上の「編集」を選択すると、閲覧履歴を削除
できます。

個別に削除する場合は、 を選択します。 
まとめて削除する場合は、画⾯右上の「すべて削除」
を選択します。
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「その他（画⾯右下の「…」マーク）」→
「辞書の並び替え」を選択します。

辞書のアイコンを選択したまま、お好みの位置に
移動させます。
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再び⾒返したい語句に、しおりを登録できます。

登録したしおりを削除する場合は、  を選択し、
「しおり削除」を選択します。

画⾯右上の マークをタップします。

しおりにタグを付ける場合は、該当するタグに
チェックを⼊れ、「タグ付きしおり登録」を
選択します。
タグを付けない場合は、「タグなしでしおり
登録」を選択します。
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調べた語句に対して、メモを残すことができます。
メモを表⽰する場合は、画⾯右上の   を選択 
します。

メモを⼊⼒したら、最後に「保存」を選択して
ください。

登録しているメモを削除する場合は、  を選択して
メモを開き、 を選択します。
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ボタンを押すと、単語の発⾳⾳声が再⽣されます。
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⾳声を聞きたい英⽂を範囲選択します。

「選択本⽂読み上げ」を選択すると、⾳声が再⽣
されます。
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語句の説明⽂の中で分からない⾔葉が出てきたとき、その語句を「さらに検索」することができます。

語句をタップ（クリック）すると、同じ辞書でその語句を検索できます。
※英単語のみ
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調べたい語句をタッチパネルで範囲選択し、「さらに検索」を選択します。
使う辞書を選べるので、国語→和英という調べ⽅もできます。

別のタブで表⽰されます。
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DONGRIではキーワード検索に加え索引検索も利⽤できます。タップ（クリック）による簡単な操作で⽬的
の語句を検索します。各辞書が収録する情報にアクセスしやすいのが特徴です。

キーボード⼊⼒に慣れていない場合や、英語の学習を始めたばかりでスペルがうろ覚えの場合などに役⽴ち
ます。

アルファベットや五⼗⾳で、調べたい語句を絞り込むことができます。

漢和辞典では、総画数・部⾸・⾳訓で漢字を調べること
ができます。

古語辞典では五⼗⾳索引に加え、俳句・和歌・歌謡等を
検索できます。

※ 辞書タイトルによってメニューは異なります。
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登録したしおりを⼀覧で表⽰します。

しおりは、辞書ごとに表⽰ 
されます。 
何も表⽰されない場合は、 
選択中の辞書アイコンをご確
認ください。

しおりを確認

表⽰する語句をタグで絞り込みます。

表⽰順を時系列順/ 
アルファベット順に切り替えます。
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個別にしおりを削除するには、 を選択します。 
まとめて削除する場合は、画⾯右上の「すべて削除」
を選択します。

画⾯右上の「編集」を選択すると、しおりを削除で
きます。
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調べた語句は、最⼤20件までタブで表⽰できます。 
同じ語句を何度も調べる必要はありません。

開いているタブは、画⾯下  を押すと⼀覧で表⽰
できます。
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「その他（画⾯右下の「…」マーク）」→「メモ」を選択すると、登録したメモを⼀覧で表⽰します。

⾒出し語から 
メモを検索
します。

表⽰順を時系列順/ 
アルファベット順
に切り替えます。

メモは、辞書ごとに表⽰されます。
何も表⽰されない場合は、選択中の辞書アイコンをご確認ください。
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画⾯右上の「編集」を選択すると、メモを削除でき
ます。

個別に削除する場合は、 を選択します。 
まとめて削除する場合は、画⾯右上の「すべて削除」
を選択します。

33



「その他（画⾯右下の「…」マーク）」→ 
「辞書の管理」を選択します。

  を選択すると、辞書のダウンロードが 
始まります。

ダウンロードが完了すると、オフラインで辞書を
利⽤できるようになります。ダウンロードが完了
した辞書はアイコンの右上に三⾓マークが表⽰さ
れなくなります。 
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しおりには、「タグ」を付けることができます。 
「発⾳注意」「苦⼿な単語」など、⽬的に応じてしおりを整理できます。

「その他（画⾯右下の「…」マーク）」→「タグ編集」を選択すると、タグの追加・編集ができます。

タグの追加

タグの並び替え

タグの削除
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「その他（画⾯右下の「…」マーク）」→「設定」を選択して、表⽰される⽂字サイズを変更できます。

左右にスライドさせて 
⽂字サイズを変更します。 
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https: / /www.east-educat ion. jp/supports/contact /

ht tps: / /www.east-educat ion. jp/products/dongr i / faq/
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DONGRIの使い⽅や辞書コラムが満載！

https: / /www.east-educat ion. jp/dongr i_academy/
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